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卒業時アンケート（学部対象） 

対象 ：学部卒業論文提出者 
実施期間 ：2018 年 1 月 4 日(木)～15 日(月) 
実施方法 ：教務係へ卒業論文を提出しに来た者に、アンケート用紙を配布し、すぐ側に設置

した回収箱へ投函してもらう。また回収箱は評価・広報室前掲示板にも設置した。 
論文提出者 ：169 名 
回答者数 ：156 名 
回答率 ：92.3％ 

 
結果まとめ 質問ごとに(全体)（実数） 

【専修】 所属する専修は次のどれですか？ 

 

質問１ あなたが所属する専修において開講されている講義や演習の数や種類は十分でしたか？ 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない 

71 68 14 1 2 
 
質問２ あなたが所属する専修において開講されている講義・演習・実習等のバランスは適切だと思い

ますか？ 

A 強くそう思う B ややそう思う C あまり思わない D 全く思わない E どちらとも言えない 

59 78 16 2 1 
 
質問３ あなたが所属する専修において開講されている授業の内容は、全体として満足できるものでし

たか？ 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない 

88 62 4 2 0 
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質問４ 文学部の教室や教育のための設備は、満足できるものでしたか？ 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない 

35 75 36 6 4 
 
質問５ 卒業論文の作成や日常の研究について、教員から十分な指導を受けることができましたか？ 

A 強くそう思う B ややそう思う C あまり思わない D 全く思わない E どちらとも言えない 

74 63 13 2 4 
 
質問６ 大阪大学文学部での勉学は、全体として満足できるものでしたか？ 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない 

64 78 9 1 4 
 
 
各質問の回答選択肢の割合 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
質問７ 大阪大学文学部での教育全般について、より良くするための意見や要望があれば、自由に書い

て下さい。 

【授業について】 

文学部での教育は視野を広げることがとても重要なので、他の専修の授業を受けることは必要不

可欠です。専修間連携して、新しい授業が開講されたらよかったなと思います。色んな声も聞け

るはずです。 

２セメで専門科目を取れるようにしてもらえると、より充実していたかもしれないと今になって

思いました。 

他専修の演習受け入れを進めてほしい。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

質問6 

質問5 

質問4 

質問3 

質問2 

質問1 

A B C D E



大阪大学 文学部 評価・広報室 2017年度 

3 
 

少人数授業をもっと増やしてほしい。 

映像や映画についての授業を増やしてほしかった。 

 

【卒論について】 

卒論で外語のように早めの提出期限にして第一次提出、第二次提出とすれば良いと思います。も

しくは一月末締切。 

 

【教員について】 

西洋史学に中世史の教授がいらっしゃらず卒論指導があまり受けられなかった。早めに来ていた

だけると助かった。 

助教を減らさないで下さい。 

 

【教務について】 

教務の方の対応が気になる時があります。 

 

【設備・教室について】 

研究室にもう少し部屋がほしい。空き教室を開放してほしい。（3 名） 
文学部棟が 23 時以降は入れなくなるのはきつかったです。どうしても徹夜しないといけないこと

が他の専修でもあるはずです。防犯の面も考えるなら、24 時間入れるが、深夜はカードでしか入

れないなどのルールならなんとかなると思います。 

お手洗いが汚いので改善してほしい。 

図書館がもっと開いていれば助かります。寒いです。（2 名） 

パソコンの設備などもう少し整えて頂けるとありがたいです。 

 

【その他】 

特にありません。4 年間ありがとうございました。 

後輩たちには、積極的に海外留学に挑戦してもらいたい。 
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自由記述欄についてのご回答 

多数の意見を寄せて下さり、ありがとうございました。今後の改善のために活用いたします。 
 
毎年、研究室以外のスペースやパソコンに関する要望があります。附属図書館や各研究室以外にも、

自主学習のためのスペースとして、文法経本館の研究推進室学生自習室（パソコン貸し出し有り）や

教育支援室（デスクトップパソコン数台設置）があります。リサーチ・コモンズは学習のほか、各種

ミーティングや課外活動にも利用できます。 
 
論文提出期間については、卒業判定や口頭試問、査読時間の確保の点から後ろ倒しすることは難し

い状況にあります。附属図書館の開館時間については、全学的な問題ですので、すぐには実現できま

せん。事前に計画を立てて、準備しておくことをお勧めします。 
 
また例年、質問４の設備関係に関する回答が芳しくないことも承知はしています。予算状況の厳し

い折から、すぐに対応することは難しいのですが、トイレや wifi 環境、各種データベースの整備など、

状況の把握と改善とに努めていきたいと考えています。 
 
なお、文学部では教職員を対象としたハラスメント問題に関する啓発活動を継続的に行っていま

す。ハラスメント問題委員会や教育支援室に学習・生活相談デスクを設けて、相談に応じていますの

で、気軽に相談してください。また全学にもハラスメント問題相談室があり、相談に応じています。 

 
 


